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環 境 経 営 理 念
九建プロテック株式会社は、当社の企業理念である「安心な未来
をつくる」のもとに、環境活動と建設事業活動との調和を全社員
が共通認識として持ち、自主的、積極的に地球環境の保全と豊か
な社会の実現を図ります。環境問題に対する継続的改善の必要性

を一人一人が認識し、美しい地球を未来の子供たちに残せるよう
企業の社会的責任を果たすため環境保全活動に全力で取り組んで
いきます。

環 境 方 針
1.事業活動の実態を踏まえ、次の事項に対して重点的に取り組みます。

(1)二酸化炭素排出量を削減します。
(2)電力使用量を削減します。
(3)廃棄物排出量を削減します。
(4)水使用量を削減します。
(5)建設資材は可能な限り再生品を使用します。
(6)グリーン購入法に適合した用品の購入を推進します。

2.当社の企業活動において関連する環境関連法規等を遵守する。

3.地域社会との連携を図り、良き企業市民として環境保全活動を積極
的に実施し、地域環境の保全に貢献する。

1.環境経営方針

制定日 2023年4月1日
九建プロテック株式会社
代表取締役 佐藤 大輔
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2.組織の概要

1.事業者名 九建プロテック株式会社
2.代表者氏名 代表取締役 佐藤 大輔
3.所在地 本社:〒877-0004 大分県日田市城町1丁目3番62号

古金倉庫:〒877-0031 大分県日田市古金町1949番地
4.環境管理責任者 専務取締役 梶原 潤児
担当者 事務局 佐藤 純子
連絡先 TEL 0973-22-1343 FAX 0973-28-5071

E-mail info@9kenpro.com
HP https://www.9kenpro.com

5.事業の内容 特定建設業 大分県知事許可(特-2 第13068号)
土木工事業、とび・土工工事業、舗装工事業、塗装工事業、
水道施設工事業

6.事業の規模 創業 2009年(平成21年) 12月
資本金 2000万円
売上高(第13期:令和3年度) 560,055,730円
従業員数 14名
本社敷地面積(延床面積)_494.61㎡(362.25㎡)
古金倉庫敷地面積(延床面積)_563.00㎡(189.95㎡)

7.保有車両及び機械等
普通車:9台、軽自動車:1台、4tユニック車:1台
8tユニック車:1台、3tダンプトラック:1台
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会社事業紹介
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本社所在地

令和５年３月に

くるみん認定を
取得しました。

令和５年７月
おおいた子育て
応援団認定

令和３年６月
エコおおいた
推進事業所登録



3.認証・登録の対象範囲

1.対象組織 本社
古金倉庫

2.対象活動 [対象]土木工事業、とび・土工工事業

3.対象外事業所 無(全組織・全活動を対象とする)
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4.環境経営組織図及び
役割・責任・権限表

代表者
代表取締役社長
佐藤大輔

環境管理責任者
専務取締役
梶原潤児

EA21事務局
佐藤純子

総務・人事部
経理・営業事務

部
工事部 営業部 管理部

EA21実施体制

役割・責任・権限

・代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ。
・環境経営方針を作成し見直しなど従業員に周知する。
・環境管理責任者及びＥＡ２１事務局員を任命する。
・環境への取組を実施するための資源（人・物資・資金）を準備する。
・ＥＡ２１全体の取組状況に関し評価及び見直しを指示する。

・代表者

・ＥＡ２１ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し、実行するなど環境実績
を向上させる。
・環境経営目標及び環境経営活動計画を作成する。
・3カ月毎にＥＡ２１委員会を開催して、環境目標の達成状況及び環境活動計画の実行状況を確
認・評価する。
・社内全体に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する。
・上記の結果を代表者に報告する。

・環境管理責任者

・環境管理責任者を補佐し、ＥＡ２１文書及び記録類、及び基礎データの作成・維持・集計・管
理を行う。
・社外からの環境情報の収集と伝達を行う。

・EA21事務局

・環境経営方針、自部門の環境経営目標、環境経営活動計画を部門全員に周知する。
・環境経営目標達成のため、責任を持って自部門の環境経営活動を推進する。
・自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する。
・自部門に関連する法規制等を遵守する。 ・自部門の教育・訓練を実施する。

・部門⾧

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する ・決められた担当の役割や責任
を理解し、自から積極的に環境活動へ参加する。

・全従業員

所 属 内 容
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環境マネジメントサイクル
◇ 当社では環境経営を推進していくため毎年環境活動計画を立て、1年毎
に取組状況の確認と見直しを行い、環境管理責任者を中心に、継続的な運
営と改善を目指し、全社員で取組みます。

◇ 取組状況については、環境経営レポートとしてまとめています。

Plan
(計画の策定)

Do
(計画の実施)

Check
(取組状況の確認)

Action
(全体の評価)

Continuous 
improvement
(継続的改善)

対 象担当責任者計 画 の 策 定

各現場・事務所
各現場・事務所
各現場・事務所
各現場・事務所
各現場・事務所

環境管理責任者
代表者

環境管理責任者
環境管理責任者
環境管理責任者

・取り組みの対象組織・活動の明確化
・環境経営方針の策定
・環境負荷と環境への取組状況の把握及び評価
・環境関連法規等の取りまとめ
・環境目標及び環境活動計画の策定

Plan

各現場・事務所
全社員
全社員

各現場・事務所
各現場・事務所

環境管理責任者
各部門⾧
各部門⾧

環境管理責任者
環境管理責任者

・実施体制の構築
・教育・訓練の実施
・環境コミュニケーションの実施
・環境上の緊急事態への準備及び対応
・環境関連文書及び記録の作成・管理

Do

各現場・事務所環境管理責任者・取組状況の確認ならびに問題の是正及び予防Check

各現場・事務所
各現場・事務所

代表者
EA21事務局

・代表者による全体の評価と見直し
・環境レポートの作成

Action

環境経営のPDCAサイクル
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5.主な環境負荷の実績
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8

環境負荷の実績一覧
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環境経営実績グラフ
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環境経営実績グラフ
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環境経営実績グラフ
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環境経営実績グラフ



6.環境経営目標
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達 成 手 段責任者区 分取 組 目 標

・昼休み、また不要な時は照明を切る。
・就業時間外はパソコンの電源をOFFにする。
・No残業dayは、遅くとも5時30分までには全消灯する。
・電気、照明の消し忘れをなくす。
・エアコンの設定温度を夏28℃、冬22℃を目標とする。
・照明をLED化し節電に努める。

梶原
本社
倉庫
各現場

1.電気使用量削減

・車両に不要な物を載せないようにし軽量化に努める。
・車両の整備点検を毎月行う。(オイル、空気圧点検)
・ハイブリッド車の導入を推進する。
・車両運転時の急発進、急ハンドルをしない。

梶原
本社
倉庫
各現場

2.ガソリン
使用量削減

・車両に不要な物を載せないようにし軽量化に努める。
・車両、機械の整備点検を毎月行う。
・建設機械など省エネ、排ガス対策型を使用する。
・車両運転時の急発進、空ぶかし、急ハンドルをしない。
・建設機械使用時は最大出力で作業をしない。

梶原
本社
倉庫
各現場

3.軽油使用量削減

・ストーブ使用時、休憩時間は電源をOFFにする。
・ストーブの設定温度を上げすぎない。
・効率の良い暖房機器を推奨する。(省エネラベリング制度等)

梶原
本社
倉庫
各現場

4.灯油使用量削減

7.環境経営計画

1.二酸化炭素排出量の削減

2.廃棄物排出量の削減

達 成 手 段責任者区 分取 組 目 標

・コピー用紙の両面使用を徹底する。
・分別を徹底しリサイクルに積極的に努める。
・ペーパーレス化を推進し、必要最小限の印刷にする。

梶原本社
1.一般廃棄物

排出量削減

・分別を徹底し、再利用できるものは保管しておく。
・産廃から金属物を採取し、出来るだけ有価物とする。梶原倉庫

各現場

2.産業廃棄物
排出量削減

3.水使用量の削減

達 成 手 段責任者区 分取 組 目 標

・食器洗い時は、水を出しっぱなしにしない。
・水洗トイレ使用時は、出来るだけエコ水洗機能を使う。
・各水栓を全開せず、バルブ調整を行い節水する。
・現場使用水は必要なだけ汲み、無駄な水道水を使用しない。

梶原
本社
倉庫
各現場

1.水使用量削減
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4.地域貢献活動の推進

5.環境教育

達 成 手 段責任者区 分取 組 目 標

・年に3回、本社周辺の清掃活動を実施する。
・週に1回、週末にデスク周りの整理・整頓を実施する。梶原本社

1.社内外清掃

達 成 手 段責任者区 分取 組 目 標

・掲示板にエコアクションの進捗及び啓発資料を掲示する。
・年に3回、環境教育訓練等を行う。
・環境経営標語を作成し、掲示板に掲載する。

梶原本社
1.環境経営の推進

15

達 成 手 段責任者区 分取 組 目 標

・工事に関する事前説明資料の作成等。
・施工に関する情報開示。
・社内安全会議の実施。

梶原本社
1.現場情報掲示・表
示

6.各現場における顧客・第三者クレームのゼロ化



評価達 成 手 段取 組 目 標

〇

〇

〇

〇

〇

×

・昼休み、また不要な時は照明を切る。

・就業時間外はパソコンの電源をOFFにする。

・No残業day日は、遅くとも5時30分までには全消灯する。

・電気、照明の消し忘れをなくす。

・エアコンの設定温度を夏28℃、冬22℃を目標とする。

・照明をLED化し節電に努める。

1.電気使用量削減

概ね実行できたと思う。少しずつ社員にも「エコ活動」に対する意識が
高まっているように感じる。

◇電気使用量削減に対する評価

〇

〇

△

〇

・車両に不要な物を載せないようにし軽量化に努める。

・車両の整備点検を毎月行う。(オイル、空気圧点検)

・ハイブリッド車の導入を推進する。

・車両運転時の急発進、急ハンドルをしない。

2.ガソリン使用量削減

概ね実行できたと思う。
オイル点検は確実に実施できているが、空気圧点検が思うように実施
されていない。

◇ガソリン使用量削減に対する評価

〇

◎

◎

〇

◎

・車両に不要な物を載せないようにし軽量化に努める。

・車両、機械の整備点検を毎月行う。

・建設機械など省エネ、排ガス対策型を使用する。

・車両運転時の急発進、空ぶかし、急ハンドルをしない。

・建設機械使用時は最大出力で作業をしない。

3.軽油使用量削減

建設機械の排ガス対策型使用とアイドリングストップの実施はできている。◇軽油使用量削減に対する評価

ー

ー

ー

・ストーブ使用時、休憩時間は電源をOFFにする。

・ストーブの設定温度を上げすぎない。

・効率の良い暖房機器を推奨する。

4.灯油使用量削減

試行期間の使用なし。◇灯油使用量削減に対する評価

8.環境経営計画の実施状況とその評価

1.二酸化炭素排出量の削減 ◎‥良く出来た 〇‥概ね出来た △‥あまり出来なかった
✕‥ほとんど出来なかった
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評価達 成 手 段取 組 目 標

◎

◎

〇

・コピー用紙の両面使用を徹底する。

・分別を徹底しリサイクルに積極的に努める。

・ペーパーレス化を推進し、必要最小限の印刷にする。

1.一般廃棄物排出量削減

両面コピーを積極的に行うことができ、コピー枚数の削減ができた。
資源ゴミを分別しリサイクルに努めることができた。

◇一般廃棄物排出量
削減に対する評価

◎

〇

・分別を徹底し、再利用できるものは保管しておく。

・産廃から金属物を採取し、出来るだけ有価物とする。

2.産業廃棄物排出量削減

各現場において産廃の分別は概ねできた。
分別により産業廃棄物排出量がかなり減っている。

◇産業廃棄物排出量
削減に対する評価

2.廃棄物排出量の削減 ◎‥良く出来た 〇‥概ね出来た △‥あまり出来なかった
✕‥ほとんど出来なかった

3.水使用量の削減

評価達 成 手 段取 組 目 標

◎

◎

〇

〇

・食器洗い時は、水を出しっぱなしにしない。

・水洗トイレ使用時は、出来るだけエコ水洗機能を使う。

・各水栓を全開せず、バルブ調整を行い節水する。

・現場使用水は必要なだけ汲み、無駄な水道水を使用しない。

1.水使用量削減

節水に関して意識を持ち、無駄な水の使用がなくなった。
倉庫の使用量が大幅に削減できているので引き続き節水に取り組む。

◇水使用量削減に対する評価

4.地域貢献活動の推進

評価達 成 手 段取 組 目 標

〇

〇

・年に3回、本社周辺の清掃活動を実施する。

・週に1回、週末にデスク周りの整理・整頓を実施する。

1.社内外清掃

清掃活動の実施はまだできていないが実施する予定である。
デスク周りの整理整頓はできていない人もいる。

◇社内外清掃に対する評価
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5.環境教育 ◎‥良く出来た 〇‥概ね出来た △‥あまり出来なかった
✕‥ほとんど出来なかった

評価達 成 手 段取 組 目 標

〇

◎

◎

・掲示板にエコアクションの進捗及び啓発資料を掲示する。

・年に3回、環境教育訓練等を行う。

・環境経営標語を作成し、掲示板に掲載する。

1.環境経営の推進

啓発資料及び環境標語の掲示は概ねできている。
環境教育訓練の実施もできている。エコ意識が向上している。

◇環境経営の推進に対する評価
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評価達 成 手 段取 組 目 標

◎

◎

◎

・工事に関する事前説明資料の作成等。

・施工に関する情報開示。

・社内安全会議の実施。

1.現場情報掲示・表示

達成手段を遂行しクレームゼロ化が出来ている。◇環境経営の推進に対する評価

6.各現場における顧客・第三者クレームのゼロ化



次年度の取組計画取 組 内 容取 組 目 標

もっと社員にエコ活動の意
識を高めさせ、目標を継続
して取り組む。

・昼休み、また不要な時は照明を切る。
・就業時間外はパソコンの電源をOFFにする。
・No残業dayは、遅くとも5時30分までには全消灯する。
・電気、照明の消し忘れをなくす。
・エアコンの設定温度を夏28℃、冬22℃を目標とする。
・照明をLED化し節電に努める。

1.電気使用量削減

空気圧点検の実施喚起を
行う。

・車両に不要な物を載せないようにし軽量化に努める。
・車両の整備点検を毎月行う。(オイル、空気圧点検)
・ハイブリッド車の導入を推進する。
・車両運転時の急発進、急ハンドルをしない。

2.ガソリン
使用量削減

不要物を車内に載せない
よう注意喚起を行う。

・車両に不要な物を載せないようにし軽量化に努める。
・車両、機械の整備点検を毎月行う。
・建設機械など省エネ、排ガス対策型を使用する。
・車両運転時の急発進、空ぶかし、急ハンドルをしない。
・建設機械使用時は最大出力で作業をしない。

3.軽油使用量削減

省エネ意識を高め温度調
整を確実に行う。

・ストーブ使用時、休憩時間は電源をOFFにする。
・ストーブの設定温度を上げすぎない。
・効率の良い暖房機器を推奨する。(省エネラベリング制度
等)

4.灯油使用量削減

9.環境経営計画の次年度取組計画

1.二酸化炭素排出量の削減

2.廃棄物排出量の削減

次年度の取組計画取 組 内 容取 組 目 標

無駄なコピー削減するた
めペーパーレス化の推進
を行う。

・コピー用紙の両面使用を徹底する。
・分別を徹底しリサイクルに積極的に努める。
・ペーパーレス化を推進し、必要最小限の印刷にする。
・再生紙の購入推進。

1.一般廃棄物
排出量削減

産業廃棄物分別は継続し
て取り組む。

・分別を徹底し、再利用できるものは保管しておく。
・産廃から金属物を採取し、出来るだけ有価物とする。

2.産業廃棄物
排出量削減

3.水使用量の削減

次年度の取組計画達 成 手 段取 組 目 標

継続して水使用削減に取
り組む。

・食器洗い時は、水を出しっぱなしにしない。
・水洗トイレ使用時は、出来るだけエコ水洗機能を使う。
・各水栓を全開せず、バルブ調整を行い節水する。
・現場使用水は必要なだけ汲み、無駄な水道水を使用しな
い。

1.水使用量削減
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4.地域貢献活動の推進

5.環境教育

次年度の取組計画達 成 手 段取 組 目 標

継続して目標に取り組む。
デスク周りの清掃については社員にもっ
と徹底させる。

・年に3回、本社周辺の清掃活動を実施する。
・週に1回、週末にデスク周りの整理・整頓を実
施する。

1.社内外清掃

次年度の取組計画達 成 手 段取 組 目 標

目標を継続していく。・掲示板にエコアクションの進捗及び啓発資料
を掲示する。
・年に3回、環境教育訓練等を行う。
・環境経営標語を作成し、掲示板に掲載する。

1.環境経営の
推進

14
20



10.環境関連法規の遵守状況、訴訟の有無
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11.環境活動への取組状況
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廃棄物再生資源の向上

水使用量の削減

電力消費量の削減

環境意識向上



代表者のコメント環境経営管理責任者の所見環境経営情報

継続して実施していく。問題なく対応、実行できている。①環境経営関連法規
等の遵守状況確認結
果

環境への意識も高まっており、目
標値に向けて社員一丸となり達成
していく。

産業廃棄物の排出量が大幅に削減でき
ているのは、分別の徹底ができてきて
いるからである。継続していきたい。

②環境経営目標の達
成状況

問題なく対応できている。問題なく対応、実施できている。③環境経営計画の実
施状況

月初に社内会議を実施しており、
意見交換の場を設け社員全体の意
識高揚に努める方針である。

定期的に会議を実行し協議・対処でき
ている。

④問題点の是正、予
防の状況

特になし。特になし。⑤外部からの苦情の
有無及び対応結果

現場対応の緊急事態訓練の実施を
行うよう取り組んでいきます。

訓練を実施しており、今後も継続する。⑥環境経営上の緊急
事態の訓練結果及び
対応結果

小さな努力が大きな成果となりま
す。今後も環境保全活動に積極的
に取り組んでいきます。

実施体制は維持する。

SDGｓへの取組みを積極的に実施する。

実施体制は機能的であった。

⑦その他

12.代表者による全体評価と見直しの結果
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実施日：令和５年８月４日


